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認証のための７つの指標

　市では重点事業のひとつとして、セーフコミュニティ認証をめざした取り
組みを進めています。
　セーフコミュニティ（SC）は、聞き慣れない言葉ですが、世界保健機関 

（ＷＨＯ）が推進する安心安全まちづくりの国際認証制度です。現在、世界
３００余りの都市が認証取得しています。
　国内では、すでに９つの自治体が認証取得し、本市を含めて４市が認証に
向けて準備を進めています。市が認証取得すれば、滋賀県内では初めての
ことになります。

国
際
基
準
の
安
心
安
全
づ
く
り

市
が
め
ざ
す 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
と
は

　
市
は
平
成
19
年
、
市
教
委
信
楽
中
央
公
民

館
主
催
の
青
少
年
野
外
活
動
事
業
で
二
人
の

幼
い
命
を
奪
う
重
大
な
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
以
来
、
主
催
事
業
や
共
催
事

業
、
後
援
事
業
に
対
し
徹
底
し
た
事
前
点
検

を
行
う
ほ
か
、
毎
年
７
月
31
日
に
「
青
少
年

活
動
安
全
誓
い
の
つ
ど
い
」
を
開
催
す
る
な

ど
し
、
組
織
全
体
で
安
全
管
理
体
制
を
強
化

し
、
二
度
と
同
じ
よ
う
な
出
来
事
を
起
こ
さ

な
い
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
こ
う
し
た
行
政
の
取
り
組
み
だ

け
で
は
市
民
皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
に
は
限

　
Ｓ
Ｃ
は
、
事
故
や
け
が
を
な
く
し
安
心
安

全
な
ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
は
、
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し

て
課
題
を
抜
き
出
し
、
効
果
的
な
対
策
を
考

え
て
み
ん
な
で
実
行
し
て
い
く
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
各
種
団
体
か
ら
参
画
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
、推
進
母
体
で
あ
る
協
議
会
、

取
り
組
み
を
検
証
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委

界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
活
動
の
な
か
で

け
が
や
事
故
を
防
い
で
も
ら
お
う
と
、
Ｓ
Ｃ

の
認
証
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｃ
の
認
証
を
受
け
る
に
は
、
基
準
と
さ

れ
る
７
つ
の
指
標
を
満
た
す
こ
と
が
条
件
に

な
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
人
た
ち
が
連
携
し
合
う
仕
組
み
や
事
故

や
け
が
を
記
録
す
る
仕
組
み
を
整
え
、
根
拠

に
基
づ
き
ま
ち
ぐ
る
み
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
行
政
だ
け
の
施

策
や
事
業
だ
け
で
は
Ｓ
Ｃ
と
し
て
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

員
会
、
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
対
策
委
員

会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
対
策
委
員
会
は
、「
自
殺
の
予
防
」「
交
通

安
全
」「
高
齢
者
の
安
全
」「
子
ど
も
の
安
全
」

「
災
害
被
害
の
防
止
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、市
が
行
っ

た
意
識
調
査
や
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
デ
ー
タ

か
ら
、
市
内
で
起
こ
っ
て
い
る
事
故
や
ケ
ガ

が
比
較
的
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
選

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　市ではこれまで市民皆様
の生命財産を守ることを第
一に誰もが安心して暮らして
いただけるよう、教育や福祉
をはじめ、きめ細かな施策を
実施してまいりました。
　特に安心安全なまちづくり
には、県下に先駆けて危機
管理担当課を設けるなど力
を注いできました。

　しかし、少子高齢化や核家族化が進むなかで安
心安全を確かなものとしていくには市民皆様や団体、
企業などが連携して取り組める仕組みをつくっていくこ
とが有効です。
　さらに、事故やけがをデータ化し、原因と対策を
明らかにすることで予防が可能となります。
　市がめざすセーフコミュニティは、市民皆様の参
画が不可欠です。具体的な仕組みがまとまれば、
ぜひともご協力をお願い申し上げます。

市長
中嶋 武嗣

市民皆様のご参加を

指標１　�さまざまな部門・分野の人たちが
連携・協力し合う仕組みを整え、
まちぐるみで取り組むこと。

指標２　�すべての年齢・性別・環境や状
況を対象として、長期的・継続
的に取り組むこと。

指標３　�見守りや手助けが必要な人、被
害を受けやすい立場の人・環境・
状況にも有効な取り組みをしてい
ること。

指標４　�根拠に基づいた取り組みをして
いること。

指標５　�事故やけがを記録する仕組みが
あること。

指標６　�取り組みおよび効果・影響を評価
するための評価基準があること。

指標７　�国内外のセーフコミュニティの
ネットワークに継続的に参加して
いること。

Ｓ
Ｃ
認
証
条
件
は

７
つ
の
指
標
を
満
た
す
こ
と

デ
ー
タ
を
根
拠
に

５
つ
の
テ
ー
マ

　
そ
こ
で
市
で
は
昨
年
８
月
ま
で
に
、
約
40

の
関
係
機
関
や
団
体
か
ら
99
人
の
皆
さ
ん
の

参
画
の
も
と
に
推
進
体
制
を
整
え
、
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
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５
つ
の
対
策
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関

係
団
体
か
ら
参
画
い
た
だ
い
た
10
人
前
後
の

委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
経
験
を
踏
ま
え
な
が

ら
事
故
や
け
が
の
原
因
を
分
析
し
、
効
果
的

な
対
策
と
予
防
策
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
作

■
日
時
／
５
月
22
日（
木
）・
23
日（
金
）

■
会
場
／

①
：
碧
水
ホ
ー
ル

②
：
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
展
示
室

■
審
査
日
程
／（
　
）内
の
番
号
は
会
場

  【
５
月
22
日（
木
）】

◦
９
時
15
分
～
９
時
45
分

全
体
説
明（
①
）

◦
10
時
～
10
時
45
分

外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
の
報
告（
①
）

◦
11
時
５
分
～
11
時
50
分

自
殺
対
策
委
員
会
の
報
告（
②
）

◦
13
時
30
分
～
14
時
15
分

交
通
安
全
対
策
委
員
会
の
報
告（
①
）

◦
16
時
～
16
時
45
分

高
齢
者
の
安
全
対
策
委
員
会
の
報
告（
②
）

  【
５
月
23
日（
金
）】

◦
９
時
15
分
～
10
時

子
ど
も
の
安
全
対
策
委
員
会
の
報
告（
②
）

◦
13
時
45
分
～
14
時
30
分

災
害
対
策
委
員
会
の
報
告（
②
）

◦
16
時
～
16
時
30
分全

体
講
評（
①
）

※�

日
程
は
、
審
査
の
都
合
上
、
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

S
C
事
前
審
査
日
程

自殺対策委員会

西
に し

澤
ざ わ

　 毅
つよし

さん

高齢者の安全対策委員会

本
ほ ん

馬
ま

 勲
い さ

男
お

さん

災害対策委員会

福
ふ く

井
い

　 毅
たけし

さん

子どもの安全対策委員会

吉
よ し

久
ひ さ

 義
よ し

則
の り

さん

交通安全対策委員会

近
こ ん

藤
ど う

 和
か ず

彦
ひ こ

さん

対
象
者
へ
効
果
的
な

取
り
組
み
を

高
齢
者
の
交
通
安
全
と

転
倒
予
防
を
優
先
し
て

地
域
や
家
庭
で
の

防
災
力
向
上
を
め
ざ
し
て

地
域
の
力
で

子
ど
も
に
安
全
環
境
を

広
範
囲
に
及
ぶ

交
通
網
を
認
識
し
て

　市では、年間平均２５、８人の
尊い命が自殺によって失われて
います。
　委員会では、自殺にいたる
原因や背景について分析、対
象の絞り込みを進め、効果的
な取り組みを検討しています。
また、気軽に相談していただ
けるよう相談窓口の充実やゲー
トキーパーの養成などを行い、
今後関係機関が連携し合うこと
で対策に力を入れていきたいと
思っています。

　高齢者を取り巻く様々な状況
の中で、特に高齢者の安全に
主眼を置き対策を検討していま
す。多種多様な問題がある中、
交通安全・転倒などの事故防
止・高齢者（特に認知症の方）
の虐待・認知症に絞り、その中
でもまずは、交通安全と転倒
予防を優先的に進めています。
　設備などのハード面はもちろ
んですが、それ以上にソフト面
を重視し、意識の改善を目標
に、啓発を中心に取り組みを進
めていきたいと思います。

　多くの方が災害に対し不安を
感じている一方、十分な防災
対策がなされていないことを受
け、委員会では、地域などで
の防災力の向上、また、各家
庭における防災対策や身近に
潜む危険を予防する対策に取り
組むこととしました。
　防災・減災の意識が低い、
また住民の繋がりが希薄という
課題から、具体的には、家具
転倒防止対策・家庭内備蓄の
普及啓発、自主防災組織や地
域の防災活動の活性化に繋が
る取り組みを進めていきます。

　委員会では、特に自転車の
交通事故が課題に挙げられまし
た。交通安全については今ま
での取り組みとあわせてこれか
らの対策を検討し、具体的に進
めるとともに、他にも家庭内で
の小さい子どものけが、虐待、
いじめを中心に、ありとあらゆ
る子どものけがを課題として、
解決に向け現状を把握し情報
収集をしていきます。
　子どもは、地域で守り育てる
ものです。地域の力が高まるこ
とで、安全に対する意識や取り
組みも高まればと思っています。

　甲賀警察署管内の甲賀・湖
南２市は、国道含め県道以上の
道路が総延長２万キロもあり、
さらに、市内には３つのインター
チェンジを有しています。甲賀
市は、交通の要衝であるととも
に広範囲だという認識を持ち、
市内だけでなく通過する車、人
の交通安全も配慮しなければな
りません。
　事故事例をデータから分析
し、対策を検討していくほか、
意識を高めるため地道な啓発
活動を続け、事故の減少に取り
組んでいきたいと思います。

　
た
と
え
ば
、
平
成
19
年
か
ら
平
成
23
年
の

人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
市
内
で
自
殺
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
方
は
年
間
平
均
25
．８
人
で
、

人
口
10
万
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
国
や
県

の
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
事
故

や
け
が
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
交
通
事
故

の
な
か
で
最
も
多
い
当
事
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
自
宅
で
の
転
倒
や
、
70
歳
以
上

の
方
が
の
ど
に
食
べ
物
を
詰
め
る
事
例
が
多

い
と
い
う
こ
と
な
ど
、
警
察
や
救
急
搬
送
の

デ
ー
タ
が
示
し
て
い
ま
す
。

期
待
で
き
る市

民
連
携
の
活
動

業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
認
証
の
審
査
は
来
年
に
な
り
ま
す
が
、
取

り
組
み
の
考
え
方
や
方
向
性
が
Ｓ
Ｃ
に
沿
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
事

前
審
査
が
今
年
５
月

22
日
、
23
日
の
両
日

行
わ
れ
ま
す
。
台
湾

と
韓
国
か
ら
審
査
員

を
迎
え
、
あ
い
甲
賀

市
民
ホ
ー
ル
と
碧
水

ホ
ー
ル
が
会
場
と
な

り
ま
す
。
一
般
公
開

で
す
の
で
ど
な
た
で

も
審
査
の
様
子
を
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

　
Ｓ
Ｃ
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
、
事
故
や

け
が
が
減
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
健
康
づ

く
り
や
交
通
事
故
防

止
な
ど
、
市
民
皆
さ

ん
の
連
携
の
も
と
で
活
発
な
活
動
に
広
が

り
、
安
心
安
全
な
甲
賀
市
へ
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
定
期
的
に
広

報
紙
や
行
政
番
組
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

対策委員長に聞く

セーフコミュニティは
こうして
進めたい

　ＳＣは、安心安全のまちづ
くりであると同時に人と人と
の絆づくりでもあります。
　厚木市は、多発する犯罪へ
の危機感をきっかけに平成１４
年から様々な防犯活動を展開
し、結果として犯罪は４割近
く減少しました。それに反し
て住民の不安感は減少せず、
平成２０年にＳＣ活動を取り入
れたことで徐々に不安感が減少。１０年をかけて地
域力が高く犯罪の起こりにくい、美しいまちになりま
した。
　厚木市では、ＳＣという一つの目標に取り組むこと
で住民同士の信頼感や一体感が生まれ、地域が活
性化し、自治会内でお年寄りの買い物支援を行う「お
助け隊」が活躍するなど色んな形で市民協働が推進
されています。
　５つのまちが合併した甲賀市においても、ＳＣの手
法によってより一体となったまちになるのではないで
しょうか。

SC認証の市では

厚木市セーフコミュニティ
総合指導員

倉
く ら

持
も ち

 隆
た か

雄
お

さん

INTERVIE
W
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健（
検
）診
を

受
け
ま
し
ょ
う

 

対
　
象　

�

学
校
や
職
場
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
、

16
歳
か
ら
39
歳
（
昭
和
50
年
４
月
１
日
か
ら
、

平
成
10
年
３
月
31
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

※�

16
歳
か
ら
19
歳
ま
で
の
方
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。

 

内
　
容
　�

身
体
測
定
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
）
医
師
診
察
、

尿
検
査
、血
圧
測
定
、血
液
検
査
（
脂
質・肝
機
能・

貧
血
・
血
糖
・
腎
機
能
）

 

費
　
用
　
１
，０
０
０
円

 

実
施
日
　
６
月
～
12
月
、
２
月
に
市
内
各
地
域
に
て
実
施

※�

予
約
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※�

事
前
に
問
診
票
を
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
健
康
推
進
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※�

一
部
日
程
で
は
、
未
就
園
児
の
託
児
も
実
施

し
ま
す
。（
託
児
は
予
約
が
必
要
で
す
）

　

日
程
な
ど
詳
し
く
は
健
診
（
検
診
）
カ
レ
ン

ダ
ー
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
手
元
に
カ
レ
ン
ダ
ー
の
な
い
方
は
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

滋賀県の健康づくりキャラクター
しがのハグ＆クミ

大
人
も
も
ら
お
う
　
大
事
な
か
ら
だ
の
成
績
表

基
本
健
診
実
施

　

特
定
健
診
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
静
か
に
進
行
し
て

い
く
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
“
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
”
に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

 

対
象
者
　 

40
歳
か
ら
74
歳
の
方

※�

特
定
健
診
は
、
健
康
保
険
ご
と
に
実
施
し
ま

す
の
で
、
社
会
保
険
な
ど
に
ご
加
入
の
方
お

よ
び
そ
の
扶
養
家
族
の
方
は
、
お
勤
め
先
ま
た

は
ご
加
入
の
保
険
者
（
保
険
証
の
発
行
機
関
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

費
　
用
　
無
料

 

受
診
券
送
付
時
期
お
よ
び
受
診
方
法　

次
の
日
程
に
よ
り
受
診
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

～
甲
賀
市
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
へ
～

特
定
健
診
受
診
券
送
付
時
期
の

お
知
ら
せ

国民健康保険にご加入の方
の受診券送付時期

65
歳
～
74
歳

（
生
年
月
日
）

昭
和
14
年
10
月
１
日
～

昭
和
25
年
３
月
31
日

40
歳
～
64
歳

（
生
年
月
日
）

昭
和
25
年
４
月
１
日
～

昭
和
50
年
３
月
31
日

年　
齢

７
月
・
８
月
･
９
月

４
月
・
５
月
･
６
月

１
月
・
２
月
･
３
月

10
月
・
11
月
･

12
月

す
べ
て

生
ま
れ
月

７
月
下
旬

６
月
下
旬

５
月
下
旬

送
付
月

医
療
機
関
で
の

個
別
健
診

集
団
健
診

ま
た
は

医
療
機
関
で
の

個
別
健
診

受
診
方
法

●
年
齢
は
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
で
す
。

●�

昭
和
14
年
４
月
１
日
～
昭
和
14
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
方
は
、
75
歳
以
上
が

対
象
の
「
健
康
診
査
」
を
受
診
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
受
診
券
は

４
月
～
６
月
生
ま
れ
の
方
は
７
月
下
旬
、
７
月
～
９
月
生
ま
れ
の
方
は
各
誕

生
月
の
翌
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

●�

集
団
健
診
の
日
程
や
受
診
で
き
る
医
療
機
関
名
な
ど
詳
細
は
、
受
診
券
送

付
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　市の実施するがん検診で胃がん・肺がん・大腸がん検診がはじまります。（検診内容は集団検診と同じです）
職場などで受ける機会のない方は、ぜひ申し込みをしてください。
　市の国民健康保険加入の方は特定健診との日程調整が可能です。申し込み時にご確認ください。

病院がん検診（胃がん・肺がん・大腸がん）がはじまります

４０歳～７４歳
対象

実施医療機関
がん検診の種類（○が実施）

予約・期間 予約先 検診日
胃 肺 大腸

公立甲賀病院 ○ ○ ○ 電話予約　５／１～
月～金（祝除く）13：00 ～ 17：00

健診センター
65-1612  ６ ～ 12 月３つセットで申し込みください

信楽中央病院 ○ × ○ 来院予約　９／１～ 11 ／ 28
月～金（祝除く）　 8：30 ～ 17：00

直接窓口へ
お越しください 10 ～ 12 月

市立みなくち診療所 × × ○ 直接来院（予約不要）
６／２～ 12 ／ 12　月～金（祝除く）14：00 ～ 16：00

　後発医薬品（ジェネリック医薬品）とは、先発医薬品（新
薬）の特許が切れた後に販売される、先発医薬品と同
じ有効成分、同じ効能・効果があると厚生労働省に認
められている医薬品です。
　ジェネリック医薬品の普及については、国としても取
り組みが進められており、市国民健康保険・後期高齢
者医療においても、医療費適正化のために積極的に取
り組んでいます。

Ｑ どうして安いの？
A 　新しい医薬品は開発に長い時間と多くの費用

がかかりますが、ジェネリック医薬品は、先発医
薬品で既に有効性や安全性が確認された有効成分を利
用しているので、開発にかかる費用を大幅に抑えること
ができるからです。

Ｑ ジェネリック医薬品を使う
メリットはあるの？

A 　薬代が安くてすむだけでなく、製造技術の進
歩により味やにおい、大きさを改良し、より飲み

やすく工夫されたものもあり、また一つの先発医薬品
に対し、複数のジェネリック医薬品が発売されているこ
ともあるので、自分に合った薬を選ぶこともできます。

Ｑ ジェネリック医薬品に変更して
もらえない場合もあるの？

A 　先発医薬品の特許期間が終了していないなど
の理由でジェネリック医薬品が発売されていない

場合や、先発医薬品でのみ認められている効能・効果
があり、病気や体質によっては、医師の判断により変更
できないこともあります。

　ジェネリック医薬品を希望される場合は、かかりつけ
医・薬剤師にご相談ください。
　また、保険証発送時に同封しています「希望シール」
や「お願いカード」もどうぞご活用ください。

ジェネリック医薬品のご利用を

問
い
合
わ
せ

保険年金課
☎６５‐０６８８・０６８９／ ６３‐４６１８▲希望シール

▲お願いカード（表）

▲お願いカード（裏）

　
原
因
は
？　

　
主
な
原
因
は
喫
煙
で
す
。

　
早
い
う
ち
に
禁
煙
す
る
ほ
ど
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

の
発
症
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
た
だ
し
、
一
度
失
わ
れ
た
肺
の
機
能
を

治
療
に
よ
り
元
に
戻
す
こ
と
は
困
難
で

す
。

　
た
ば
こ
の
害
を
知
っ
て
く
だ
さ
い　

　
た
ば
こ
の
煙
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
周

り
に
い
る
人
の
健
康
に
も
被
害
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
以
外
に
も
、
が
ん
の
発
症
や

生
活
習
慣
病
の
悪
化
な
ど
た
く
さ
ん
の
影

響
が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
く
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
、
喘
息
な

ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
発
症
す
る
子
ど
も

が
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
周
り
に
は
た
く

さ
ん
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
や
め
よ
う
と
思
う
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
と一
緒
に
禁
煙
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

喫
煙
が
主
原
因

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患（
C
O
P
D
）

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、
肺
の
生
活
習
慣
病
で
す
。

　
空
気
の
通
り
道
で
あ
る
気
管
支
や
肺
が
炎
症
を
お
こ
し
、
や
が
て
空
気
が
出
入
り
し
に

く
く
な
っ
て
、
日
常
生
活
の
ち
ょっ
と
し
た
動
き
で
も
息
苦
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
悪
化
す

る
と
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
酸
素
が
手
放
せ
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
こ
こ
10
年
の
間
、
市
の
死
因
の
上
位
に
男
女
と
も
入
っ
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
危
険
度
チ
ェッ
ク

□ 

現
在
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
、
ま

た
は
以
前
に
吸
っ
て
い
た

□ 

坂
道
を
歩
い
た
り
、
運
動
す
る

と
息
切
れ
が
す
る

□ 

運
動
の
後
、
な
か
な
か
動
悸
が

お
さ
ま
ら
な
い

□
咳
や
痰
が
出
や
す
く
な
っ
た

□ 

呼
吸
を
す
る
た
び
に
ゼ
ー
ゼ
ー

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
い
う
音
が
す
る

※ 

ひ
と
つ
で
も
当
て
は
ま
っ
た
方
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

健診の受診啓発ポスターや健康情報を掲示していただける店舗を募集中です。　問／健康推進課・保険年金課

問い合わせ

健
康
推
進
課　
健
康
増
進
係

☎
6
5‐０
７
３
７
／
6
３‐４
５
９
１

問い合わせ

保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係

☎
6
5‐０
７
４
５
／
6
３‐４
６
１
８

問い合わせ

健
康
推
進
課　
健
康
増
進
係

☎
６
５‐０
７
３
７
／
６
３‐４
５
９
１ 問

い
合
わ
せ

健康推進課・健康増進係
☎６５‐0737／ ６３‐４591

6平成 26 年 5 月 15 日7 平成 26 年 5 月 15 日



地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

森も
り　
井い　
　
　
登の

ぼ
る�

（
水
口
）

太お
お　
田た　
文ふ

み　
子こ�

（
水
口
）

朝と
も　
重し

げ　
幸さ

ち　
子こ�

（
土
山
）

藤ふ
じ　
本も

と　
俊し

ゅ
ん　
治じ�

（
土
山
）

井い　
場ば　
道み

ち　
夫お�

（
甲
賀
）

増ま
す　
田だ　
定さ

だ　
雄お�

（
甲
賀
）

冨と
み　
山や

ま　
幸こ

う　
治じ�

（
甲
賀
）

宮み
や　
本も

と　
富と

美み

男お�

（
甲
南
）

木き　
村む

ら　
と
き
江え�

（
甲
南
）

松ま
つ　
本も

と　
加か

代よ

子こ�

（
信
楽
）

大お
お　
西に

し　
正ま

さ　
純ず

み�

（
信
楽
）

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　
平
成
26
年
度
お
よ
び
平
成
27
年
度
の
身
体
障
害
者
相
談
員
と
知
的
障
害
者
相
談
員

が
次
の
方
々
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
自

立
や
社
会
参
加
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
促
進
し
た
り
す
る
た
め
に
ご
活

躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　
任
期
は
い
ず
れ
も
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
２
年
間

で
す
。

知
的
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

大お
お　
野の　
慶け

い　
子こ�

（
水
口
）

鵜う　
飼か

い　
章の

り　
尾お�

（
土
山
）

松ま
つ　
山や

ま　
正ま

さ　
和か

ず�
（
甲
賀
）

竹た
け　
口ぐ

ち　
拓ひ

ろ　
志し�
（
甲
南
）

長は

谷せ

川が
わ　
善よ

し　
隆た

か�

（
信
楽
）

　平成２６・２７年度の甲賀市スポーツ推進委員４７人が、スポーツを通して皆さんの健康づくりをお手伝いしま
す。地域でのスポーツ行事や、教室開催などに関連するアドバイス、体力テストやニュースポーツの紹介をさ
せていただきます。
　スポーツ推進委員の派遣依頼や相談については、文化スポーツ振興課までご連絡ください。

健康づくりをお手伝い スポーツ推進委員

水
口
地
域

◦井村　義保　◦秀熊　明子　◦竹橋　典子
◦平谷　綾子　◦森村　紀夫　◦城山　栄太郎
◦今村　龍平　◦東　　文三　◦大槻　恵子
◦中井　伸雄　◦北川　昌美　◦山﨑　隆司
◦朝倉　　篤　◦友田　好和　◦吉居　小房
◦小西　純一　◦池本　　翔

土
山
地
域

◦玉井　英幸　◦金林　正子　◦松岡　英明
◦馬場　久弥　◦片岡　弘和　◦辻　　　聡

甲
賀
地
域

◦片岡　義博　◦熊谷　幸代　◦深田　由香里
◦藤森　明美　◦田中　善章　◦河合　鉄久

甲
南
地
域

◦寺田　幸司　◦寺井　俊展　◦大西　久美子
◦出口　哲也　◦杉村　伸幸　◦楠田　俊昭
◦八田　容子　◦網　千鶴子　◦柚木　まゆみ
◦近藤　和子

信
楽
地
域

◦黄瀬　利正　◦小西　敏夫　◦奥田　　剛
◦谷　　陽子　◦岡村　智美　◦大原　鋭久
◦村井　邦江　◦大西　弘子

（敬称略・順不同）

　

４
月
19
日
、
希
望
ヶ
丘
小
学
校
体
育
館
に
お

い
て
、
新
入
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歓
迎
会
は
、
今
年
希
望
ヶ
丘
小
学
校
に

入
学
し
た
新
１
年
生
が
、
早
く
小
学
校
生
活
に

慣
れ
る
よ
う
、
児
童
同
士
の
交
流
の
場
を
提
供

す
る
た
め
に
、
希
望
ケ
丘
・
希
望
ケ
丘
本
町
子
ど

も
育
成
部
に
よ
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
歓
迎
会
で
は
、
は
じ
め
に
全
員
で
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
を
見
た
後
、
学
年
対
抗
で
大
き

な
風
船
を
手
渡
し
で
運
ぶ
速
さ
を
競
う
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
き
さ
の
風
船
を
み

ん
な
で
運
ぶ
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
早
く
運

ぼ
う
と
し
て
投
げ
た
り
す
る
と
、
思
わ
ぬ
方
向

に
飛
ん
で
逆
に
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

風
船
が
大
き
く
舞
い
上
が
る
た
び
に
児
童
ら
の

歓
声
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
、
参
加
し
た
児
童

全
員
で
楽
し
く
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
Ｄデ

ィ

グ
Ｉ
Ｇ
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
は
、
大
き
な
地
図
を

み
ん
な
で
囲
ん
で
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
地
震
や
風
水
害

な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
災
害
時
の
対
応
や
事
前
の
対
策
を
検
討
す

る
図
上
の
訓
練
の
こ
と
で
す
。

　
大
原
自
治
振
興
会
で
は
昨
年
度
、
日
本
防
災
士
会
滋
賀
県
支
部
の

本
田
防
災
士
を
お
迎
え
し
、
震
度
６
弱
の
地
震
を
想
定
し
た
災
害
図

上
訓
練
と
防
災
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
危
険
な
個
所

を
赤
色
、
注
意
す
べ
き
箇
所
を
黄
色
、
安
全
な
箇
所
を
青
色
で
書
き

入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
自
然
条
件
、
避
難
場
所
な
ど
を
確
認
し
、

防
災
上
の
強
み
、
弱
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
大
原
自
治
振
興
会
で
は
、
区
と
連
携
し
て
防
災
意
識
を
高

め
、
災
害
に
備
え
た
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

雲
井
駅
を
花
い
っ
ぱ
い
に

●
雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
雲
井
自
治
振
興
会
で
は
、
３
月
22
日
、
信
楽

高
原
鐵
道
雲
井
駅
に
お
い
て
「
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
大
作
戦
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
雲
井
地
域
に
あ
る
４
駅
の
駅
舎
周
辺
の
清
掃

や
環
境
整
備
の
た
め
「
信
楽
高
原
鐵
道
・
雲

井
の
駅
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
記
念

と
し
て
、
地
域
各
種
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約

１
０
０
人
が
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
前
に
ツ
ツ
ジ
、

ア
ジ
サ
イ
、
桜
の
花
木
４
５
０
本
の
植
栽
を
行

い
ま
し
た
。

　
信
楽
高
原
鐵
道
の
運
行
再
開
は
今
年
12
月
の

予
定
で
す
が
、
来
年
の
初
夏
に
は
こ
れ
ら
の
花

が
咲
い
て
い
る
な
か
を
走
る
列
車
を
み
ら
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

災害に備える
～災害図上訓練と防災講演会～

●甲賀大原地域市民センター

いつまでも健康で
長生きするために

　
新
城
教
育
集
会
所
で
は
、
日
頃
の
運
動
不
足
の
解
消
と
健
康

保
持
を
目
的
に
毎
月
１
回
成
人
の
方
を
対
象
に
シ
ル
バ
ー
体
操

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
11
日
に
第
１
回
目
を
開
催
し
、
８
人
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
お
お
む
ね
60
歳
前
後
の
方
で
、ボ
ー

ル
や
踏
み
台
な
ど
を
使
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
休
憩
を
は
さ
み

な
が
ら
１
時
間
30
分
程
体
操
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
み
ん
な
で
す
る
と
楽
し
い
」「
ス

ト
レ
ス
解
消
に
な
る
」「
体
が
軽
く
な
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
効
果
が
で
て
い
る
よ
う
で
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
毎
月
第
２
金
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
新
入
生
を
歓
迎

●
希
望
ケ
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

▲植栽の様子

●岩上地域市民センター

▲シルバー体操教室で楽しみながら運動する参加者の皆さん

▲

�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
を

深
め
る
希
望
ヶ
丘
小
学
校
児
童

▲

ま
ず
は
主
要
道
路
を

　
マ
ー
カ
ー
で
塗
っ
て

　
（
災
害
図
上
訓
練
）

問
い
合
わ
せ

文化スポーツ振興課
☎８６-８０２３／ ８６-８３８０

問い合わせ

障
が
い
福
祉
課　
自
立
支
援
係

☎
６
５‐０
７
０
２
／
６
３‐４
０
８
５
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　　甲賀市地域人材活性化事業
  「私もできる ♡まちづくりＪ

じ ゅ く

ＵＫＵ」受講生募集
　　　「まちづくり」を学んでみませんか

　　　地域の皆さんの主体的な取り組みが、安心・　安全で住みよいまちづくりを支える大切な力となっています。
　　　市では、まちづくりに関わる人材を育て地域　の活性化を図ることを目的に「私もできる♡まちづくりＪＵＫＵ（略称：まちじゅく）」を開催します。

　市内で行われているいろいろな活動の現場
を訪れ、活動している人の話を聞いて、まち
づくりを学びます。
■開催日：【第１回】　６月 12 日（木）夜

【第２回】　６月 28 日（土）午後
【第３回】　８月　２日（土）午前
【第４回】10 月 25 日（土）午後
【第５回】11 月予定
【第６回】11 月 30 日（日）午後
【第７回】12 月 11 日（木）夜

■内　容：【第１回】開講式、ガイダンス
【第２回～６回】 各地域の取り組みを

学びます（バスで市
内各地のまちづくり
の現場を訪問予定）

【第７回】グループワーク、閉講式
■訪問先：【第２回】 NPO 法人サポートハウス

ほほえみ（甲南）
【第３回】大野のこのこクラブ（土山）
【第４回】 NPO 法人レインボークラ

ブ（水口）
【第５回】きのせくらぶ（信楽）
【第６回】 10 時間（５時間）耐久リレー

マラソン実行委員会（甲賀）
□定　　員： 先着 30 人

※ 最初に全７回の受講申込を受付（７回連続講座）。都
合により全て参加できない場合も受講は可能です。

□申込方法：所定の申込書にてお申し込みください。
□申込締切：６月２日（月）
□受 講 料：3,000 円（７回分）

※ 欠席された場合も返金できませんので、あらかじ
めご了承ください。

ぐるぐる甲賀発見講座

□定　　員：各回 30 人　※各回ごとに受講可能（ただし、事前申込が必要です。）
□申込方法：サロン開催１週間前までに電話・FAX・メール（ホームページから）にてお申し込みください。
□受 講 料：各回 400 円（お茶、お菓子代）　※９月のみ 500 円

　気軽な雰囲気のなかで、ゲストスピーカーによる甲賀のまちづくり談義を聞き、自由に語り合うサロンを開催します。

《７月》先人の想いを受け継いで～柑子地域の梅栽培活動について～
●日時：７月５日（土）１３時３０分～１５時３０分
●ゲストスピーカー：望月　勉さん（柑子愛柑クラブ）
●場所：柑子公民館（甲南町柑子）

地産地消と生きがいづくりを目的に、年間１０００kg
の梅を生産、赤シソ 1500 本を作付し、梅干しづく
りに取り組み、主に学校給食に提供されています。

《７月》「清流の郷　鮎河」を訪ねて
●日時：７月５日（土）１７時３０分～１９時３０分
●ゲストスピーカー：水上　貢さん（鮎河の桜を守る会）
●場所：鮎河地域市民センター・鮎河公民館（土山町鮎河）

桜の名所である鮎河うぐい川の桜の維持管理をボ
ランティアで活動されている取り組みについて、清
流うぐい川一面を蛍が乱舞する時期に訪ねます。

《９月》「しがらき窯元散策路おかみさんの会」のおもてなしにふれる
●日時：９月２７日（土）１０時～１２時
●ゲストスピーカー：谷井祐子さん（しがらき窯元散策路おかみさんの会）
●場所：英山窯（信楽町長野）

窯元散策路の窯元のおかみさんたちが立ち上げた
「しがらき窯元散策路おかみさんの会」は、観光
客やまちを散策される方に自分たちでできる「おも
てなし」の活動をされています。

《１０月》「貴生川地域の郷土史会活動について知る」
●日時：１０月４日（土）１０時～１２時
●ゲストスピーカー：木田勝彦さん、吉永博さん（水口郷土史会貴生川地区）
●場所：貴生川地域市民センター・貴生川公民館（水口町貴生川）

水口町郷土史会貴生川地区のみなさんが、飯道山
を中心に地域に伝わる文化・歴史を掘り起こし、次
世代への伝承を通してまちづくりに取り組んでおら
れます。

《１１月》「甲賀地域の特産品加工グループ活動について知る」
●日時：１１月８日（土）１０時～１２時
●ゲストスピーカー：村山紀江さん（甲賀町特産品加工グループ）
●場所：里山かむら交流館（甲賀町神）

甲賀地域での特産品作りをしている個人やグルー
プの特産品を集め「甲賀の想いで」として贈答用に
セット販売し商品の魅力を高め、人気を得ておられ
ます。

甲賀まちづくりサロン

※ 　「私もできる♡まちづくり JUKU」の詳しい資料や申込用紙は、地域コミュニティ推進室
と市内 23 の地域市民センター、あいこうか市民活動ボランティセンターに用意しています。

　 　また、市のホームページ（http://www.city.koka.lg.jp/machijuku/）にも掲載してい
ますので、ご覧ください。

問
い
合
わ
せ

地域コミュニティ推進室
☎６５‐０６８７／ ６３‐４５５４
市内２３の地域市民センター

　
「
出
前
講
座
」
は
、
市
役
所
内
の
各

課
が
、
皆
さ
ん
の
地
域
に
出
向
き
、
市

政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

も
の
で
す
。「
出
前
講
座
」の
ご
注
文
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■ 

対　
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
や

勤
め
て
い
る
方
、
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方
で
、
お
お
む
ね
10
人
以
上
で

構
成
す
る
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

■ 

開
催
日
／
年
末
年
始
を
除
き
、
９
時

～
21
時
の
間　
一
講
座
60
分
以
内

■ 

会　
場
／
申
込
者
で
準
備
し
て
い
た

だ
き
ま
す

■ 

費　
用
／
原
則
無
料（
教
材
費
が
必

要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

■ 

申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
開
催
希
望
日

の
一
カ
月
前
ま
で
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
郵
送
・
F
A
X
可
）

■ 

申
込
書
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

室
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り

「
出
前
講
座
」

市
職
員
が
皆
さ
ん
の
地
域
へ
出
向
き
ま
す

※ 

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①�

ま
ち
づ
く
り
分
野
：
こ
れ
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
ほ
か

11
項
目

②�

市
政
・
財
政
分
野
：
行
政
改
革
、

総
合
計
画
、
財
政
状
況
ほ
か
２
項
目

③�

議
会
・
選
挙
分
野
：
市
民
と
議
会
、

選
挙
の
豆
知
識

④�

福
祉
・
健
康
分
野
：
子
育
て
、
高

齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康

保
険
、
国
民
年
金
、
福
祉
、
医
療
制

度
ほ
か
21
項
目

⑤�

環
境
分
野
：
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
、
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
循
環
シ
ス
テ

ム
、
地
球
温
暖
化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
に
関
す
る
取
り
組
み
紹
介

⑥�
産
業・観
光
分
野
：
中
小
企
業
融
資
、

新
名
神
高
速
道
路
を
活
用
し
た
観
光

戦
略
、
都
市
農
村
交
流
、
鳥
獣
害
対

策
、
土
地
改
良
ほ
か
５
項
目

⑦�

生
活
・
一
般
分
野
：
税
、
水
漏
れ
、

上
下
水
道
、消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
、

犬
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
ほ
か
５
項
目

⑧�

防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
分
野
：

防
災
講
座
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

防
犯
教
室
、
交
通
安
全
教
室

⑨�

教
育
・
文
化
分
野
：
保
育
園
・
幼

稚
園
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
生
涯
学

習
、
野
外
活
動
、
文
化
財
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
、
多
文
化
共
生
ほ
か
９
項
目

メ
ニ
ュ
ー

　甲賀市子育てサポーター養成講座を受講し、市の
子育てに関する各事業でご活躍いただくスタッフを
募集しています。詳細は、地域窓口センター、公民館、
図書館などに設置しているチラシをご覧ください。

■日時・内容
【第１回】６月 ９日（月）10 時～ 12 時

講座：子どもの発達について
【第２回】６月 16 日（月）10 時～ 12 時

講座：子育てにかかわる人権
【第３回】６月 30 日（月）10 時～ 12 時

講座： 子どもの安全について
　　　各事業の紹介、登録

◦受付はいずれも９時 30 分からです。
◦３回連続講座です。２回以上の参加が必要です。

■場　所／かえで会館
■参加料／無料
■備　考／ 養成講座≪基礎編≫を受講後、下表（＊）の事

業では≪実践編≫を受講していただきます。
■申込締切／５月 30 日（金）
■申し込み・問い合わせ

サポーター名 活動内容 担当・連絡先

託児サポーター（＊）
子 育 て 支 援 セ ン
ター事業で託児を
する活動です。

こども応援課
☎ 65-0705

63-4085

まかせて会員
甲賀市ファミリーサ
ポート事業で、子
どもの預かりを行
います。

甲賀市ファミリー
サポートセンター
☎ 86-6173

86-7226

家庭教育サポーター

市 内 の 家 庭 教 育 講
座（ 乳 幼 児 対 象）で、
参加親子のサポート、
講座の企画会議など
に参加していただき
ます。 こども未来課

☎ 86-8171
86-8380

ブックスタート
サポーター（＊）

生後４か月の赤ちゃん
親子に絵本の読み聞
かせをします。図書館
でのおはなし会、保育
園・幼稚園での読み聞
かせ活動もあります。

おとなの健診託児
サポーター

ママやパパが健診
を受ける時の託児
のお手伝いをして
いただきます。

健康推進課
☎ 65-0737

63-4591

甲賀市子育てサポーター
養成講座≪基礎編≫

受講者募集

※受講後は、すべてのサポーターに登録できます。
　（選択制）

問い合わせ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５‐０
６
８
７
／
６
３‐４
５
５
４
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菜
の
花
づ
く
し
の
一
日
を
満
喫

N
P
O
法
人
「
鹿か

深ふ
か

の
杜も

り

」
な
の
は
な
ま
つ
り

　
N
P
O
法
人「
鹿
深
の
杜
」な
の
は
な
ま
つ
り
が
４
月
19
日
、

水
口
町
の
ふ
れ
あ
い
農
園
で
開
か
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
菜

の
花
摘
み
や
菜
の
花
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
、
地
域
の
活
性
化
と

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
休
耕
田
に
植
え
ら
れ
た
15

ア
ー
ル
の
菜
の
花
は
、
会
員
の
ほ
か
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
催
し
は
、
満
開
の
菜
の
花
を
囲
ん
で
交
流
し
て
も
ら
お

う
と
３
年
前
か
ら
実
施
さ
れ
、
会
場
で
は
、
紙
芝
居
や
葦
笛
が

演
奏
さ
れ
た
ほ
か
、
菜
の
花
を
使
っ
た
ピ
ザ
や
お
に
ぎ
り
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

モ
ダ
ン
な
洋
館
で
お
気
に
入
り
の
一
品
を

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
春
の
日
マ
ル
シ
ェ

　
手
作
り
市
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
春
の
日
マ
ル
シ
ェ
」
が
４
月
29

日
、
国
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
の
旧
水
口
図
書
館
で
開
か

れ
、
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
旧
水
口
図
書
館
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同

施
設
を
運
営
し
て
い
る
「
稚わ

か

木ぎ

の
会
」
が
初
め
て
行
っ
た
も

の
で
、
館
内
に
は
、
焼
き
菓
子
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
扱

う
18
店
が
並
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
店
し
て
い
た
ボ
リ
ビ
ア
の
音
楽
家
リ
マ
・
ミ
ゲ

ル
さ
ん
が
伝
統
楽
器
の
笛
「
チ
ョ
ケ
ラ
」
を
演
奏
す
る
場
面

も
あ
り
、
訪
れ
た
方
は
、
モ
ダ
ン
な
洋
館
の
雰
囲
気
と
異
文

化
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
一
品
を
探
し
て
い
ま

し
た
。

水
口
岡
山
城
を
地
域
の
誇
り
に

よ
み
が
え
れ
水
口
岡
山
城
２
０
１
４

　
高
さ
11
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
バ
ル
ー
ン
で
水
口
岡
山
城
を
再

現
す
る
「
よ
み
が
え
れ
水
口
岡
山
城
２
０
１
４
」
が
、
４
月

17
日
か
ら
20
日
の
４
日
間
、
古
城
山
山
頂
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
豊
臣
政
権
下
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

水
口
岡
山
城
を
地
域
の
誇
り
と
し
、
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も

ら
う
き
っ
か
け
に
と
「
水
口
岡
山
城
の
会
」
が
主
催
し
た
も

の
で
、
市
の
市
制
施
行
10
周
年
記
念
市
民
提
案
事
業
で
す
。

　
期
間
中
は
、東
海
道
か
ら
城
跡
を
め
ぐ
る
歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
市
が
進
め
て
い
る
発
掘
調
査
現
場
の
公
開
も
行
わ

れ
、
地
域
の
歴
史
に
親
し
む
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で

新
た
に
77
人
が
健
康
推
進
員
に

　

甲
賀
市
健
康
推
進
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
が
４
月
11
日
、

忍
の
里
プ
ラ
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
中
嶋
市
長
か

ら
今
年
度
新
た
に
健
康
推
進
員
と
な
ら
れ
る
77
人
を
代
表
し
、

楠く
す

山や
ま

禊け
い

子こ

さ
ん
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
総
勢
４
７
７
人
の
健
康
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
、「
私

達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
地
域
で
料

理
講
習
会
や
啓
発

活
動
な
ど
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
今
回
委
嘱
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
地
域
に
お

け
る
健
康
づ
く

り
の
核
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
き
ま

す
。

▲手作りの「栄養バランスハンド」を活用した啓発活動▲お気に入りの一品を探す来館者

▲菜の花摘みを楽しむ親子

▲丁寧に新茶を摘み取る地域の方たち

自
動
車
教
習
所
で
交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認

交
通
安
全
研
修

　
甲
賀
自
動
車
教
習
所
を
利
用
し
た
交
通
安
全
研
修
が
４
月

10
日
に
開
か
れ
、
業
務
で
車
を
使
う
機
会
が
多
い
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
甲
賀
自
動
車
教
習
所
、

甲
賀
警
察
署
な
ど
が
春
の
全
国
交
通
安
全
週
間
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
研
修
で
は
、
指
導
員
が
同
乗
し
、
約
１
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

運
転
し
た
ほ
か
、
講
習
や
反
射
速
度
を
測
る
検
査
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
一

時
停
止
し
て
い
る

つ
も
り
で
も
、
で

き
て
い
な
か
っ

た
。
今
ま
で
の
確

認
の
甘
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
」

と
日
頃
の
運
転
を

見
直
し
て
い
ま
し

た
。

▲自動車教習所で実施された交通安全研修

丁
寧
に
手
摘
み

新
茶
の
収
穫
始
ま
る

　
県
内
で
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
露
地
栽
培
の
新
茶
の
手
摘
み
が

４
月
24
日
、
農
事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
土
山
が
管
理
し

て
い
る
水
口
町
虫
生
野
の
集
団
茶
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
40
人
が
、
新
芽
を
丁
寧
に
摘
み
取
り
、
一
日
か

け
て
生
葉
約
２
０
０
キ
ロ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た

茶
葉
は
、
こ
の
日
の
う
ち
に
製
茶
さ
れ
、
翌
々
日
に
は
県
内

の
各
小
売
店
に
並
び
ま
す
。

　
同
組
合
代
表
の
藤
村
さ
ん
は
「
今
年
は
寒
暖
の
差
が
大
き

い
た
め
、
う
ま
み
が
増
し
、
香
り
も
良
い
お
茶
が
で
き
る
と

期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲水口岡山城に寄せる思いを書き込む子どもたち
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催 

し 
event

に
ん
く
る
土
曜
塾

日
時

＊＊＊

／
６
月
14
日（
土
）10
時
～
11
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
に
ん
く
る
児
童
館

内
容

＊＊＊

／
プ
ラ
板
や
粘
土
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

対
象

＊＊＊

／
小
学
生

定
員

＊＊＊

／
先
着
10
人

申
込
方
法

＊＊＊

／
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

問・申
／
に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育
集
会
所
）

☎
８
８

－

５
６
９
２　

８
８

－

５
６
９
６

�

わ
く
わ
く
☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ　

『
う
い
ろ
う
作
り
』

日
時

＊＊＊

／
６
月
14
日（
土
）10
時
～
12
時

場
所

＊＊＊

／
か
え
で
会
館　
調
理
実
習
室

内
容

＊＊＊

／
う
い
ろ
う
作
り

対
象

＊＊＊

／
市
内
の
小
学
生

定
員

＊＊＊

／
先
着
15
人

持
ち
物

＊＊＊

／
材
料
費
２
０
０
円
、
三
角
巾
、

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
上
靴
、
お
茶
、

申
込
受
付
日
時

＊＊＊

／
５
月
15
日
９
時
～

問
・
申
／
か
え
で
会
館

☎
８
６

－

４
３
６
３　

８
６

－

４
９
５
８

�

甲
賀
流
忍
者
検
定

　
７
回
目
を
迎
え
、
上
級
試
験
を
初
め
て
実

施
。
初
級
検
定
は
忍
者
衣
装
と
手
裏
剣
投
げ

で
最
大
５
点
の
加
点
が
あ
り
ま
す
。

【
第
７
回
甲
賀
流
忍
者
検
定
】

日
時

＊＊＊

／
６
月
15
日（
日
）９
時
受
付
、
10
時

検
定
開
始

内
容

＊＊＊

／
忍
者
検
定（
初
級
・
中
級
・
上
級
）

定
員

＊＊＊

／
初
級
：
先
着
１
２
０
人

中
級
： 

過
去
の
初
級
検
定
の
合
格
者
限
定

先
着
40
人

上
級
： 

過
去
の
中
級
検
定
の
合
格
者
限
定

先
着
40
人
、
二
次
試
験
あ
り

受
験
料

＊＊＊

／
各
級
２
，０
０
０
円（
昼
食
付
き
）

【
記
念
講
演
会「
甲
賀
忍
者
研
究
の
そ
の
後
」】

講
師

＊＊＊

／
磯
田
道
史
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
・
英
雄

た
ち
の
選
択
出
演
）

日
時

＊＊＊

／
６
月
15
日（
日
）13
時
～

会
場

＊＊＊

／
忍
の
里
プ
ラ
ラ（
甲
南
公
民
館
）

主
催

＊＊＊

／
甲
賀
市
観
光
協
会
・
忍
者
検
定
実

行
委
員
会

問
／
甲
賀
市
観
光
協
会

☎
６
０

－

２
６
９
０　

６
０

－

２
３
６
２

�

☆
夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆　
　

水
星
の
お
は
な
し

日
時

＊＊＊

／
５
月
24
日（
土
）19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所

＊＊＊

／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

内
容

＊＊＊

／
天
体
の
お
話
、水
星
、火
星
、木
星
、

土
星
な
ど
の
観
望

申
込
期
限

＊＊＊

／
５
月
23
日（
金
）

定
員

＊＊＊

／
先
着
20
人　
※
天
候
、
人
数
等
に

よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
・
申
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８

－

４
１
０
０　

８
８

－

５
０
５
５

�

鉄
道
に
乗
っ
て
Ｍ
Ｉ
Ｏ
び
わ
こ
滋
賀
を

応
援
し
に
行
こ
う

日
時
・
場
所

＊＊＊

／
５
月
31
日（
土
）甲
賀
市
陸

上
競
技
場（
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
）　
13
時

キ
ッ
ク
オ
フ

内
容

＊＊＊

／
滋
賀
県
草
津
線
複
線
化
促
進
期
成

同
盟
会
で
は
、
右
記
期
日
に
開
催
さ
れ
る

Ｍ
Ｉ
Ｏ
び
わ
こ
滋
賀
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に

Ｊ
Ｒ
草
津
線
、
近
江
鉄
道
、
信
楽
高
原
鐵

道（
代
行
バ
ス
）で
来
場
の
方
を
無
料
で
招

待
し
ま
す
。
無
料
入
場
券
お
よ
び
貴
生
川

駅
か
ら
会
場
ま
で
の
往
復
無
料
バ
ス
乗
車

券
を
当
日
、
貴
生
川
駅
、
信
楽
高
原
鐵
道

代
行
バ
ス
乗
降
場
、
近
江
鉄
道
水
口
城
南

駅（
無
料
入
場
券
の
み
）の
改
札
口
前
で
配

布
し
ま
す
。

問
／
公
共
交
通
推
進
室

☎
６
５

－

０
６
７
２　

６
３

－

４
５
５
４

募 

集 
recruitm

ent

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時

＊＊＊

／
６
月
３
日
～
７
月
１
日
の
毎
週
火

曜
日
、
13
時
30
分
～
15
時
、
全
５
回

場
所

＊＊＊

／
信
楽
体
育
館

指
導
者

＊＊＊

／
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

定
員

＊＊＊

／
15
人（
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
）

申
込
締
切

＊＊＊

／
５
月
30
日（
金
）

参
加
費

＊＊＊

／
１
，３
０
０
円

問
・
申
／
信
楽
体
育
館

☎
／

８
２

－

０
９
３
４

�

古
文
書
講
座
受
講
者
募
集

日
時

＊＊＊

／
第
１
回　
６
月
21
日（
土
）13
時
30

分
～
15
時
30
分

※ 

６・７・９
・
10
・
11
月
の
第
３
土
曜
日
に

開
催
予
定（
全
５
回
）

場
所

＊＊＊

／
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
会
議
室

内
容

＊＊＊

／
身
近
な
史
料
か
ら
古
文
書
の
基
本

的
な
形
態
と
地
域
の
歴
史
を
学
習

講
師

＊＊＊

／
伊
藤
誠
之（
甲
賀
市
史
編
さ
ん
調
査
員
）

参
加
費

＊＊＊

／
１
，０
０
０
円

定
員

＊＊＊

／
20
人（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

申
込
締
切

＊＊＊

／
６
月
１
日（
日
）

問
・
申
／
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館（
月
火
休

館
・
10
時
～
17
時
）

☎
６
６

－

１
０
５
６　

６
６

－

１
０
６
７

�

地
域
の
大
学
『
淡お

海う
み

生
涯
カ
レ
ッ
ジ
』　　
　

学
習
テ
ー
マ
「
学
び
か
ら
生
き
が
い
へ　
～
住

み
よ
い
暮
ら
し
・
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～
」

日
時

＊＊＊

／
６
月
14
日
～
11
月
８
日　
土
曜
日

の
午
前（
内
全
15
回
）

場
所

＊＊＊

／
湖
南
市
石
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
他

対
象

＊＊＊

／
18
歳
以
上
の
通
学
可
能
な
人

定
員

＊＊＊

／
30
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料

＊＊＊

／
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
別
途
材
料
費
１
，０
０
０
円
程
度
）

申
込
方
法

＊＊＊

／
５
月
30
日（
金
）ま
で
に
、
必

要
事
項（
①
氏
名
、
②
年
齢
、
③
郵
便
番

号
、
④
住
所
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
湖
南

校
受
講
希
望
）を
は
が
き
、
ま
た
は
電
話
、

F
A
X
、
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
・
申
／
淡
海
生
涯
カ
レ
ッ
ジ
湖
南
校
実

行
委
員
会（
湖
南
市
生
涯
学
習
課
内
）

（
〒
５
２
０

－

３
１
９
５　
住
所
記
載
不
要
）

☎
７
７

－

６
２
５
０　

７
７

－

６
２
５
３

Ｅ
メ
ー
ル
：

syougaku@
city.shiga-konan.lg.jp

お
し
ら
せ notification

赤
十
字
活
動
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
全
国
に
病
院
、
福

祉
施
設
、
血
液
セ
ン
タ
ー
や
看
護
師
の
養
成

学
校
な
ど
を
展
開
し
、
国
民
の
命
と
健
康
、

福
祉
を
守
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
推
進
す
る
財
源
は
、
赤

十
字
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

の
支
援
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
自
治
会
役
員
の
皆
様
や
奉
仕
団

員
の
皆
様
を
通
じ
て
、
赤
十
字
活
動
資
金
募

集
を
し
ま
す
。
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
活
動
資
金
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
社
会
福
祉
課　
福
祉
政
策
係

☎
６
５

－

０
７
０
０　

６
３

－
４
０
８
５

相
談
〈
６
月
〉  

talk

人
権
な
ん
で
も
相
談

　
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
日
常
生
活
で
の
心

配
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
申
込
不
要

　
６
月
１
日
は「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す
。

相
談
時
間
を
延
長
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
応
者

＊＊＊

／
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
委
嘱
）

開
催
日
・
場
所

＊＊＊

／
２
日（
月
）／
水
口
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
中
会
議
室
・
土
山
開

発
セ
ン
タ
ー
２
階
談
話
室
・
市
役
所
甲
南

庁
舎
3
階
和
室

３
日（
火
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
会

議
室
Ｆ
・
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
活
動
室

時
間

＊＊＊

／
10
時
～
16
時

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
４　

６
３

－

４
５
８
２

�

男
女
の
悩
み
ご
と
相
談

　
家
庭
や
職
場
等
で
の
男
女
間
の
様
々
な
悩

み
ご
と
に
応
じ
ま
す
。

開
催
日

＊＊＊

／
２
日（
月
）・
４
日（
水
）・
６
日

（
金
）・
９
日（
月
）・
11
日（
水
）・
13
日（
金
）・

16
日（
月
）・
18
日（
水
）・
20
日（
金
）・
23

日（
月
）・25
日（
水
）・27
日（
金
）・30
日（
月
）

場
所

＊＊＊

／
水
口
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
内
相
談
室

時
間

＊＊＊

／
９
時
～
16
時

相
談
方
法

＊＊＊

／
電
話
ま
た
は
面
接
相
談（
面

接
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

相
談
窓
口
／
☎
６
５

－

０
７
５
１

問
／
人
権
推
進
課

☎
６
５

－

０
６
９
４　

６
３

－

４
５
８
２

�

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
申
込
不
要

対
応
者

＊＊＊

／
行
政
相
談
委
員（
総
務
省
委
嘱
）

開
催
日
・
場
所

＊＊＊

／

２
日（
月
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
日（
木
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

12
日（
木
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館（
甲
賀
）

18
日（
水
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

20
日（
金
）／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン

タ
ー（
甲
南
）

時
間

＊＊＊

／
全
会
場
13
時
30
分
～
16
時

問
／
生
活
環
境
課

☎
６
５

－

０
６
８
６　

６
３

－

４
５
８
２

�

結
婚
相
談

　
市
が
委
嘱
し
た
結
婚
相
談
員
が
結
婚
を
希
望

さ
れ
る
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
※
申
込
不
要

開
催
日

＊＊＊

／
６
月
７
日（
土
）・
21
日（
土
）

場
所

＊＊＊

／
水
口
庁
舎
南
別
館
１
階

時
間

＊＊＊

／
13
時
～
16
時

問
／
農
業
振
興
課

☎
６
５

－

０
７
１
１　

６
３

－

４
５
９
２

�

就
労
相
談

　
就
職
・
転
職
の
た
め
の
情
報
提
供
や
公
共

職
業
安
定
所
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。

※
申
込
不
要

午
前（
９
時

＊＊＊

30
分
～
11
時
30
分
）開
催
日
・
場
所
／

４
・
11
・
18
・
25
日（
水
）／
西
教
育
集
会
所

４
・
11
・
18
・
25
日（
水
）／
梅
田
会
館

５
・
19
日（
木
）／
牛
飼
教
育
集
会
所

５
・
19
日（
木
）／
清
和
会
館

３
・
17
日（
火
）／
宇
川
会
館

３
・
10
・
17
・
24
日（
火
）５
・
19
日（
木
）／

か
え
で
会
館

12・26
日（
木
）／
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

10
日（
火
）／
伴
谷
公
民
館

24
日（
火
）／
柏
木
公
民
館

午
後（

＊＊＊

13
時
30
分
～
15
時
30
分
）開
催
日
・
場
所
／

４
・
18
日（
水
）／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

４
・
18
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

11
・
25
日（
水
）／
上
野
教
育
集
会
所

13
・
27
日（
金
）／
新
城
教
育
集
会
所

13
・
27
日（
金
）／
大
久
保
教
育
集
会
所

６
・
20
日（
金
）／
相
模
教
育
集
会
所

６
・
20
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

問
・
申
／
商
工
政
策
課

☎
６
５

－

０
７
１
０　

６
３

－

４
０
８
７

�

法
律
相
談

　
開
催
日
の
２
週
間
前
よ
り
受
付
、
先
着
６

人（
１
人
30
分
）

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
要
予
約

対
応
者

＊＊＊

／
滋
賀
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

開
催
日
・
場
所

＊＊＊

／

６
月
５
日（
木
）水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

６
月
19
日（
木
）信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

７
月
３
日（
木
）水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

７
月
17
日（
木
）甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー（
甲
南
）

時
間

＊＊＊

／
13
時
～
16
時

問
・
申
／
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
２

－

８
０
８
５　

６
３

－

２
０
２
１
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登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度配信しています。
配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

「甲賀子育て応援メール」配信中

　　　　場　所 電　話    F A X    利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧 市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、
各担当にお問い合わせください。

６月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館登録していただいたメールアドレスに子育支援情報を週１回程度配信しています。

配信登録は、kokaksdt＠star7.jpへ空メールを送信。
または、QRコードから。（http://www.star7.jp/kokaksdt/qr_form.php）

「甲賀子育て応援メール」配信中

　　　　場　所 電　話    F A X    利用時間
水口子育て支援センター 65-5511 65-5522 月～土 9:00～17:00
土山子育て支援センター 66-0375 － 月～金 9:00～17:00
甲賀子育て支援センター 88-8115 88-8145 火～土 9:00～17:00
甲南子育て支援センター 86-0949 月～金 9:00～17:00
信楽子育て支援センター 82-2799 火～土 9:00～17:00

問い合わせ先一覧 市内在住の未就園児とその保護者の方が対象です。
どの地域の事業にも参加していただけます。詳しくは、
各担当にお問い合わせください。

６月
問い合わせ先

家庭教育支援事業⇒こども未来課
児童館事業⇒各児童館

第37回＜家庭教育支援事業＞

＜児童館事業＞

こども未来課 問・申☎86-8171／ 86-8380
★親子ふれあい運動広場
　日時／11日（水）　10：30～11：30
　場所／岩上体育館（水口）
　対象／１歳６か月以上の未就園児とその保護者
　定員／25組（要申込）
　持ち物／体育館シューズ、お茶、着替え
　参加費／１組200円
★ベビーマッサージ講座
　日時／19日（木）　10：30～11：30
　場所／水口子育て支援センター
　対象／生後２か月～７か月児とその保護者
　定員／15組（要申込）
★親子ふれあい音楽広場（申込不要）
　～うたと音楽♪　わくわくミニコンサート～
　日時／25日（水）　10：30～11：30
　場所／碧水ホール（水口）
　対象／１歳以上の未就園児とその保護者
　持ち物／レジャーシート1枚（室内で使用）
★乳幼児おはなし広場（土山）（申込不要）
　日時／12日（木）　10：30～11：00
　場所／土山図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者
★乳幼児おはなし広場（水口）（申込不要）
　日時／24日（火）　10：30～10：50
　　　　　　　　　 11：00～11：20
　　　　　　　　　 ※同じ内容で２回開催
　場所／水口図書館
　対象／０・１・２歳児とその保護者

☆たけのこ子育て広場『のびっこ』
『笹飾り作り』
　問・申☎82-2361／ 82-3616
　日時／16日（月）　10：30～11：30
　場所／たけのこ児童館
　定員／10組（要申込）
☆かえで子育て広場

『バスボム作り』
　問・申☎86-4363／ 86-4958
　日時／19日（木）　10：30～11：30
　場所／かえで会館
　持ち物／直径約30センチのボウル、タオル、お茶
　材料費／100円
　定員／15組（要申込）
☆にんくる子育て広場

『布工作：リバーシブルコインケース作り』
　問・申☎88-5692／ 88-5696
　日時／20日（金）　10：30～11：30
　場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
　材料費／250円（材料、道具は準備しております）
　定員／10組（定員になり次第締切）

＜あかちゃんひろば＞
対象）０～１歳の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 17日（火）

10：00
～

11：30

土山 26日（木）

甲賀 ６日（金）

甲南
① ４日（水）
②19日（木）

対）①６か月まで　②７か月～１歳
内）②歯のはなし

信楽 ５日（木）

＜各子育て支援センター事業＞
事業名 日 時間 対象・内容・持ち物・その他

水
口

あかちゃんルーム ２・９・16日（月）13：30～15：00 対）２日：H26年１月生、９日：H26年２月生、16日：H26年３月生
出前ひろば ５日（木）10：00～11：30 場）水口交流センター（伴谷公民館）

子育て講習「大切な歯」 12日（木）10：00～11：00 対）Ｈ24年６月生まれまでの未就園児とその保護者
持）タオル、歯ブラシ、コップ　他）要申込・先着20組

子育て講習「すくすくトーク２」 23日（月）10：00～11：30

対）Ｈ25年10月～Ｈ26年２月生まれの未就園児とその保護者
内）ペットボトルでグリーン栽培・子どもの成長について
持）手拭用タオル・ビニール手袋・持ち帰り用ビニール袋
他）要申込・先着10組

土
山

あかちゃんルーム ３日（火）13：30～15：00 対）おおむね２～７か月の未就園児と保護者
出前ひろば 17日（火）11：00～11：30 場）フイランソ土山

甲
賀

あかちゃんルーム 20・27日（金）10：00～11：30 対）０～１歳まで

出前ひろば ３日（火）10：00～11：30 対）未就園児と保護者　場）大原にこにこ園
他）要申込・先着15組

リフレッシュ講習「からだを
動かそう」 24日（火）10：30～11：30 対）未就園児の保護者　持）お茶、動きやすい服装

他）要申込　先着10組
子育て講習「わらべうた」 13日（金）10：30～11：30 対）１歳までの未就園児と保護者　他）要申込・先着15組

甲
南

あかちゃんルーム 10日（火）
18日（水）13：30～15：00

対）H.26年２月生～H.26年３月生の未就園児とその保護者
持）バスタオル

出前ひろば 13日（金）10：00～11：30 場）池田コミュニティセンター
おはなし会 20日（金）10：45～11：00 ９：30～11：30のオープンルーム内で
リフレッシュタイム
「ラベンダースティックを作ろう」 26日（木）10：00～11：30 対）未就園児の保護者

他）要申込・抽選10組（未経験者優先）・託児有　締切　５月27日

信
楽　

子
育
て
支
援
Ｃ

おじいちゃん・おばあちゃん
とあそぼうひろば 11日（水）10：00～11：30 対）未就園児と祖父母　内）エコの工作

おはなし会
～絵本を楽しもう～ 20日（金）10：30～11：30 対）１歳６か月未満の未就園児と保護者

おとうさんとあそぼうひろば 21日（土）10：00～11：30 対）未就園児と父親　内）スタンプ遊び
出前ひろば 25日（水）10：00～11：30 対）小原・多羅尾地区の未就園児と保護者　場）柞原会館
リフレッシュタイム
『ラフターヨガ』 27日（金）10：30～11：30 対）未就園児の保護者

他）要申込・抽選10組・託児有　締切　６月20日

＜ぴょんぴょんひろば＞
対象）１～２歳５か月の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 10日（火）

10：00
～

11：30

土山 ４日（水）
内）歯のはなし
持）歯ブラシ・タオル

甲賀 10日（火）

甲南
①12日（木）
②25日（水）

対）①１歳～１歳８か月
　 ②１歳９か月～２歳５か月

信楽
①10日（火）
②24日（火）

対）①１歳～１歳８か月
　 ②１歳９か月～２歳５か月＜キッズランド＞

対象）２歳６か月以上の未就園児とその保護者
場所 日 時間 内容・対象・持ち物・その他

水口 ３日（火）

10：00
～

11：30

内）新聞あそび
持）新聞紙１～２日分

土山 ６日（金）

甲賀 17日（火）

甲南 ６日（金）

信楽 18日（水） 内）たなばた

（
略
字
説
明
）

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です）
持：持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　 ※�お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふきな

どは必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容

　子育てに迷ったり悩んだりすることは、誰にでも
あるものです。特に子育てを始めたばかりの保護者
にとっては、こんなこと誰に聞いたらいいの？と思う
ことがあります。
　身近に聞く人がいないときは、市内で開催してい
る子育て関連事業をのぞいてみてはいかがでしょう
か。親子でいっしょに参加する広場や、子育てを楽
しむヒントになる講座などを、毎月開催しています。
また、赤ちゃんから気軽に参加できるおはなし会も、
各図書館で開催しています。講座などには子育てを
応援しているボランティアの方々にも関わっていた
だいています。年代の違ういろいろな方と、子育て
をとおして出会うことで、ほっと気持ちを受けとめ
てもらったり、子育てをふりかえったりする場にも
なっています。
　子どもが好き、子育てを応援したいと思っていらっ
しゃる方は、現在募集中の「甲賀市子育てサポーター
養成講座」の受講、ご登録をお願いします。より多
くの方にご参加いただくことで、あたたかい交流が
うまれ、子どもを大切にしたい思いがつながってい
くのです。

地域の力で、子育て応援を

平成２６年度　甲賀市子育てサポーター
養成講座（基礎編）開催

★詳細については、本誌11頁をご覧ください。

問
い
合
わ
せ

こども未来課　指導振興係
☎８６‐８１７１／ ８６‐８３８０
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●甲賀市の花・木・鳥

花 木 鳥花 木 鳥
ササユリ スギ カワセミ

66月
甲賀市図書館ホームページ　新URL：http://lib.city.koka.lg.jp/

６月
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

水口図書館 休 休 話 休 休 閉 休 休 話 話 休 休

土山図書館 休 休 休 休 話 話 休 休 休 休 閉 話 休

甲賀図書情報館 休 休 休 休 話 休 休 話 話 閉 休 休

甲南図書交流館 休 休 休 休 話 休 休 休 休 閉 話 話 休

信楽図書館 休 休 話 休 休 話 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

休 休館日　　　閉 整理のための閉館日　　　話 おはなし会　　　話 乳幼児向けおはなし会

行事予定

甲賀市図書館カレンダー

日 時 内容・備考 場所

映画会

22 日 14:0０～ 14:30 日曜映画会「星の王子さま」 甲賀図書情報館

15 日 11:00 ～ 11:30 ふるるこどもえいがかい「どろんこハリー」 甲南図書交流館

15 日 14:0０～ 16:00 ふるる日曜名画座「恋の手ほどき」 甲南図書交流館

対面朗読
6 金 13:30 ～ 15:30 ＊要予約 甲南図書交流館

20 金 13:30 ～ 15:30 ＊要予約 甲南図書交流館

コンサート 29 日 15:00 ～ 16:00 ティータイム・ジャズ・コンサート 信楽図書館

ギャラリー ６月６日（金）～７月３日（木） 教科書展示 甲南図書交流館

※おはなし会の時間や内容、移動図書館の情報については、
　お問い合わせいただくか甲賀市図書館ホームページ（http://lib.city.koka.lg.jp/）をご覧ください。

　「こども読書通帳」に新バージョ
ンが誕生しました。
　「こども読書通帳」は子どもたち
の読書への意欲を高めるとともに、
自分の読んだ本の記録を財産とす
ることで読書の楽しみを深めてもら
おうと、昨年から小学生を対象に始
まった事業です。
　今回のテーマは「むかしばなし」
です。みならい忍者たぬ吉が、地
域のむかしばなしを学びながら語り
部を目指します。５０冊を達成する
と図書館で語り部忍者の免許皆伝
証がもらえます。
　新バージョンは、小学２年生以上
の学年に配布し、昨年版は１年生に
配布します。
　今後、順次新しい読書通帳を作
成し、各学年で違うバージョンの読
書通帳の配布を考えています。

ら らい ぶ り ん
「こども読書通帳」の

新バージョンが登場

編集・発行
●甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650　 0748－63－4554
●甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
◯上下水道部
　☎0748－86－8000　 0748－86－8032
◯教育委員会
　☎0748－86－8002　 0748－86－8380
●市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621　 0748－63－4086

●土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101　 0748－66－1564
●甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地４）
　☎0748－88－4101　 0748－88－3104
●甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161　 0748－86－8029
●信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121　 0748－82－3415
※ 上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域市民センターで、従来の
　支所機能を有します。

業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
を
対
象
に

補
聴
器
購
入
費
等
を
助
成

対
象
者

次
の
❶
～
❸
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
18
歳
未
満
の
児
童

❶
保
護
者
が
滋
賀
県
内
に
居
住
し
て
い
る
児
童

❷ 

原
則
と
し
て
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
ｄ
Ｂ
以
上
70
ｄ
Ｂ
未

満
で
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
補
装
具
費
支
給
の
対
象
と

な
ら
な
い
児
童

❸ 

補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語
の
習
得
等
に一定
の
効
果

が
期
待
で
き
る
と
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
も
し

く
は
滋
賀
県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
判
断

す
る
児
童

※ 

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、
事
業
開
始
か
ら
６
か
月
間
は
、

そ
の
間
に
18
歳
に
到
達
し
た
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※ 

保
護
者
の
所
得
に
よ
っ
て
、
助
成
対
象
外
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

　

補
聴
器
の
購
入
費
、
修
理
費（
※
修
理
費
に
つ
い
て
は
、

18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
、
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

補
助
額

　
原
則
と
し
て
、
基
準
額
の
３
分
の
２（
※
保
護
者
の
所
得
に

よ
っ
て
、
基
準
額
の
全
額
が
助
成
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▲

こ
ど
も
読
書
通
帳（
平
成
26
年
度
）

親子でよい食習慣を身につけよう！
　甲南第一学区で小学生までの親子合わせて 23 人を対
象に「おやこの食育教室」を開催しました。「食育５つの力」
のうち「食べ物をえらぶ力」をテーマとして、バランスプ
レートを使いました。プレートの絵に合わせて、主食，副
菜，主菜，牛乳・乳製品，果物のバランスを考えながら
親子で作った料理を自分で選び盛り付けました。子どもた
ちは、料理に関心を持って楽しく取り組んでいました。
　毎日の食事を味わって、おいしく食べることは子どもの
心とからだの発育のために必要であり、健康のための第
一歩です。また、親から子どもにバランスのよい食事の
食べ方や、食事のマナーなど望ましい食習慣（食育）を伝
えていくことは、家族の絆を深め、子どもの健やかな心

と体を育むことにつながり
ます。
　今後も、健康づくりに役
立ててもらえるように、食
育について啓発を行ってい
きます。

◆バランスプレートとは◆
　何を食べたらいいかが簡
単にわかるように、主食，副
菜，主 菜，牛 乳・乳 製 品，
果物の絵や文字がプリント
された仕切り紙皿です。

【牛乳・乳製品，果物】
ミルクかん

【主食】
にんじんおにぎり

【主菜】
ホイルハンバーグ

【副菜】
チーズ入りカラフルな
ゴロゴロサラダ

バランスプレートと
当日のメニュー

問い合わせ

障
が
い
福
祉
課　
自
立
支
援
係

☎
6
5‐０
７
０
２
／
6
３‐４
０
８
５

問
い
合
わ
せ

健康推進課　健康政策係
☎６５‐0703／ ６３‐４591

1 食べ物をえらぶ力
2 食べ物の味がわかる力
3 料理ができる力
4 食べ物のいのちを感じる力
5 元気なからだがわかる力

【
食
育
５
つ
の
力
】

編
集
後
記

　
「
マ
ル
シ
ェ
」
と
は
フ

ラ
ン
ス
語
で
市
場
の
こ

と
。
旧
水
口
図
書
館
内

で
開
か
れ
た
「
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
春
の
日
マ
ル
シ
ェ
」

で
も
、
手
作
り
パ
ン
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

素
敵
な
作
品
が
所
狭
し
と
並
び
ま
し
た
。

　

そ
の
醍
醐
味
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
作
り

手
と
の
会
話
で
す
。
「
作
家
同
士
や
お
客
さ

ん
と
た
く
さ
ん
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
る
場

所
。
み
ん
な
笑
顔
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
れ
る
」

と
い
う
作
家
さ
ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。

　

市
内
で
も
あ
ち
こ
ち
で
手
作
り
市
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
一
品
を
探
し

に
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

い
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問い合わせ ： 甲賀市工業会事務局（商工政策課）☎65‐0709／ 63‐4087

今月の納税等
 固定資産税（1期）
 軽自動車税（全期）
 国民健康保険税（2期）
 保育料・幼稚園使用料
 介護保険料（2期）
  公共下水道使用料・農業集落排
水施設使用料・処理施設使用料

納期限は
６月２日（月）です
市税等の納付には、便利な

「口座振替」をご利用くだ
さい。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！
甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook�ページ
http://www.facebook.com/city.koka

（facebookのQRコード）

行政情報番組「きらめきこうか」
市政情報や地域の催しなどを放映してい
ますので、ぜひご覧ください。（※あいコム
こうか光テレビの有料契約が必要となります）

広
報

 あ
い

こ
う

か
 5月

15日
号

 【
N

o.214】 2014.5.15 発
行

自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

■
環
境
に
優
し
い
新
素
材

ま
た
、
設
備
面
も
充
実
し
て
お
り
、
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
特
殊
な
素
材
に
も
印
刷
が
可
能
で
す
。

当
社
は
、
自
然
環
境
の
保
護
を
推
進
す
る
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
、
原
料
に
パ
ル
プ
を
使
用
し
な
い

新
素
材
「
ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
」
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

「
ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
」
は
、
耐
水
性
に
優
れ
、

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
屋
外
の
使
用
に
適
し
て
い
ま
す
。

そ
の
特
性
か
ら
印
刷
加
工
が
難
し
く
、
国
内
で
も
あ

ま
り
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
素
材
で
す
。

今
後
も
、
少
し
で
も
お
客
様
の
期
待
を
上
回
る
た

め
に
、
人
材
・
設
備
を
充
実
さ
せ
、
他
社
で
は
で
き

な
い
価
値
あ
る
提
案
を
行
う
と
と
も
に
、
滋
賀
県
で

活
動
し
て
い
く
上
で
、
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
代
表
取
締
役 
社
長　
石い

し

光み
つ　
堅け

ん

太た

郎ろ
う

氏
談
）

当
社
の
主
な
事
業
と
し

て
、
ポ
ス
タ
ー
や
会
社
案

内
な
ど
あ
ら
ゆ
る
印
刷
物

を
扱
い
、
印
刷
、
加
工
を

行
っ
て
い
ま
す
。
企
画
・

デ
ザ
イ
ン
か
ら
製
造
、
納

品
ま
で
全
て
自
社
で
行
い
、
県
内
を
中
心
に
全
国
へ

高
品
質
な
製
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

■
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

単
に
依
頼
通
り
の
印
刷
物
を
仕
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
製
品
を
通
し
、
集
客
や
販
売
促
進
な
ど
お
客
様

の
目
的
に
協
力
で
き
て
初
め
て
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
特
に
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
に
力
を
入
れ

て
お
り
、「
驚
き
を
提
案
」
を
テ
ー
マ
に
、
見
る
側

に
立
ち
、
自
由
な
発
想
を
も
っ
て
お
客
様
の
ご
要
望

に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。 お話を伺った石光社長

▲企画・デザインを行っている現場風景

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀
市

工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

甲賀ポン蔵
ⓒ 2008 甲賀市工業会

自由な発想で驚きを提案する印刷会社

株式会社
スマイ印刷
http://sumaiprint.com

設 立 : 昭和62年
従業員数 : 50 人
所 在 地 : 水口町ひのきが丘３６番地６
☎ 63‐1045／ 65‐0401

DATA

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

私の「であい・こうか八景」
「であい・こうか八景」をテーマとしたフォトコンテストに
ご応募いただいた作品を紹介します。

【
入
選
】
び
わ
湖
の
源
流
「
燃
え
る
紅
葉
」

奥お
く

村む
ら　
和か

ず

弘ひ
ろ

さ
ん
（
甲
賀
町
）

［
撮
影
場
所
：
甲
賀
町
神　
大
原
ダ
ム
］

滝
た き

野
の

　広
ひ ろ

樹
き

さん（水口町）［撮影場所：信楽］
甲賀のにぎわい「たぬきにかこまれて」

№62

※現在第２期【５月３０日（金）まで】を募集中。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。


